
いつまでも好奇心とチャレンジ精神を

地ビール作りにも挑戦 オリジナルのかるたも作成

男性なら住所･職業･年齢は不問

駐輪場整備に協力を 可能な限り当社未利用地を貸与。

踏切の立体交差化を 道路管理者と協議していきたい。

路面標示による踏切の歩道・車道分離を 道路管理者と協議していきたい。

踏切の遮断時間短縮と遮断回数削減を 安全確保を最優先に、今後とも更に研究したい。
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　いつまでも好奇心を持ち続け、新しいこと

にチャレンジする中高年のお父さんらで組織

する市民グループ「男のゆうゆう塾」(斎藤誠代表・20人)が現在、第11期（7月18日〜3

月28日）の会員を募集しています。

会員各々が講座を企画･運営

　同会は10年前、名細公民館事業

として市内在住･在勤のお父さんの

講座「男の友遊学」として発足。

2004年からは公民館事業から独立

して、土曜日の午後に活動を続け

ています。

　同会は、会員それぞれが主体と

なって講座を企画･運営しているの

が特徴。メンバーが今まで培ってき

た知識・趣味・体験や、以前からやってみたかったことなどをテーマに選んで講座を設

定。会員自らが講師となったり外部から講師を招き、学んだり"技"を身に付けたりし

ています。

10年間で多種多様な講座に200人

　これまでに行ってきた講座は、ビール作

り・そば打ち・外国料理・着物の着付け・

草木染め・端唄・川柳・民踊・座禅・太極

拳・気功・ハイキング・歴史探訪・石仏巡

り・地域のことや最近話題になっているものなどさまざま。これまでに約200人が講座

に参加しました。

　今期は、アコーデオン・卓球・わら細工・硝子工房・歌舞伎・布草履・川越商家見学・

高尾山ハイキングなど24回の講座や活動を予定しています。

　募集対象は、住所・職業・年齢などは不問です

が、「男のゆうゆう塾」のため、男性に限ります。

詳しくは、斎藤代表 Tel.049-231-5233 まで。
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